
契約番号 2026014036-30  
工 事 名 県道岡山牛窓線（２工区）道路改良工事（８－１） 
 
質問 

1. 施工 第 0-0019、0020、0022、0023、0028、0029、0071、0072 各号は、所定の諸雑費率

以内で有効数字 4 桁に丸めていますか。 

回答 

1. 施工代価表 第 0-0019、0020、0022、0023、0028、0029、0071、0072 各号表は、諸雑費

率以内で有効数字 4 桁に丸めています。 

質問 

2. 施工 第 0-0042 号「覆工板受桁及び覆工板受桁桁受材料」の品名及び規格を明示くださ

い。また、修理費及び損耗費の算定のための「整備費」及び「係数」についても教示ください。 

回答 

2. 施工代価表 第 0-0042 号表について、「覆工板受桁及び覆工板受桁桁受材料」の品名及

び規格は、岡山市公共工事設計資材単価表に記載の、H 形鋼賃料（山留主部材）（250～400 型）

です。また整備費は同書記載の、鋼製山留材 整備費（H250,H300,H350,H400）、係数は 1.09 で

す。 

質問 

3. 施工 第 0-0099 号 排水管材料に損耗費を乗じた後、端数処理を行いますか。 

回答 

3. 施工代価表 第 0-0099 号表について、排水管材料費に損耗率を乗じた後、端数処理を行

ってください。損耗率は、「土地改良事業等請負工事積算基準等の運用 Ⅵ.土地改良事業等

請負工事仮設材経費算定基準の運用事項」の損耗率の「給排水 仮廻し水路等」－「合成樹脂

管・ホース」の率を採用しています。 

質問 

4. 共通仮設費「各溶出試験（1）」の試験費については、物価資料の平均単価でよろしいで 

すか。また、各試験費毎の各物価資料採用元での項目名詳細を明示ください。 

回答 

4. 物価資料の平均単価を採用しています。各試験費毎の各物価資料採用元での項目名は以

下の通りです。 

・検液作成料・・・建設物価：溶出試験(1)・検液作成料 

         積算資料：土壌調査(1)・前処理費・溶出試験 

・カドミウム・・・建設物価：溶出試験(1)・カドミウム 

         積算資料：土壌調査(1)・カドミウム・溶出試験 

・鉛・・・・・・・建設物価：溶出試験(1)・鉛 

         積算資料：土壌調査(1)・鉛・溶出試験 



・六価クロム・・・建設物価：溶出試験(1)・六価クロム 

         積算資料：土壌調査(1)・六価クロム・溶出試験 

・ひ素・・・・・・建設物価：溶出試験(1)・ひ素 

         積算資料：土壌調査(1)・ヒ素・溶出試験 

・総水銀・・・・・建設物価：溶出試験(1)・総水銀 

         積算資料：土壌調査(1)・総水銀・溶出試験 

・セレン・・・・・建設物価：溶出試験(1)・セレン 

         積算資料：土壌調査(1)・セレン・溶出試験 

・ふっ素・・・・・建設物価：溶出試験(1)・ふっ素 

         積算資料：土壌調査(1)・フッ素・溶出試験 

・ホウ素・・・・・建設物価：溶出試験(1)・ほう素 

         積算資料：土壌調査(1)・ホウ素・溶出試験 

質問 

5. 中層混合処理工（施工第0-0030号表）のセメント系固化剤（一般軟弱土用 バラ）につい 

て、物価資料に岡山単価は記載されていません。広島単価を準用でしょうか。 

回答 

5. 広島単価を採用しています。 

質問 

6. 建設汚泥処分費（施工第0-0037号表）について、バキュウム車での処分単価でしょうか。 

回答 

6. バキュウム車での処分単価です。 

質問 

7. 覆工板受桁及び覆工板受桁桁受賃料（施工第0-0042号表）について、H型鋼の大 

きさを教えてください。 

回答 

7. 回答 2 を参照してください。 

質問 

8. 覆工板受桁及び覆工板受桁桁受賃料（施工第0-0042号表）について、賃料及び修理費損 

耗費の単価は物価資料の単価を採用でしょうか。その場合、物価資料の名称は、「鋼製山留 

材」ですか。「Ｈ形鋼」ですか。 

回答 

8. 回答 2 を参照してください。 



質問 

9. ボックスカルバート（施工第0-0049号表）のボックスカルバート材料費は、０円

計上ですか。  

回答 

9. 施工代価表 第 0-0049 号表について、ボックスカルバート材料費は 0 円を計上しており

ます。 

質問 

10. 止水版（施工第0-0069号表）積算条件に「止水各種（塩ビ製）」とあります。計 

上されている材料費は、ゴム止水版となっています。施工歩掛の積算条件は、「塩ビ 

製」でよろしいでしょうか。 

回答 

10. 施工代価表 第 0-0069 号表について、本来であれば積算条件を「止水板各種（ゴム製）」

とすべきところを誤って「止水板各種（塩ビ製）」としています。本工事においては見積参考

資料のとおり積算してください。工事契約後は、岡山市工事請負契約約款第 18 条(条件変更

等)による協議の対象とします。 

質問 

11. ズレ止め差筋（施工第0-0081号表）の異形棒鋼材料費について、小口単価です 

か。大口単価ですか。 

回答 

11. 施工代価表 第 0-0081 号表について、大口単価です。 

質問 

12. 木杭打込み（施工第0-0084号表）の歩掛の資料元を教えてください。土地改良 

工事積算基準ですか。 

回答 

12. 施工代価表 第 0-0084 号表について、資料元は土地改良工事積算基準です。 

質問 

13. 廃プラスチック処分費（施工第0-0094号表）について、埋立ですか。焼却です

か。  

回答 

13. 施工代価表 第 0-0094 号表について、埋立です。 

質問 

14. 検液作成料（工事内訳表 頁0-0016）について、建設物価「検液作成料」と積算 

資料「前処理費」の平均ですか。それとも、建設物価「検液作成料」の１誌の単価を 

採用ですか。 



回答 

14. 回答 4 を参照してください。 

質問 

15. 地盤改良施工計画図（図面番号7/17）に作業構台の平面図があります。詳細図、 

断面図、数量表（鋼材や覆工板の大きさや規格、数量が分かるもの）がありますか。 

提示してください。  

回答 

15. 公告図書以外の詳細図、断面図、数量表はありません。また、地盤改良施工図（図面番

号 7/17）に記載の数量に誤りがありましたので以下の通り読み替えてください。 

・誤：鋼材 L=48400m×2 ,8400m×20 本 

・正：鋼材 L=48400mm×2 ,8400mm×20 本 

質問 

16. 施工代価表23、28、29号表 諸雑費について、率内4桁丸めを行われていま 

すか。 

回答 

16. 回答 1 を参照してください。 

質問 

17. 施工代価表69号表 ゴム止水板について、センターバルブ型フラットと考え 

てよろしいですか。 

回答 

17.  施工代価表 第 0-0069 号表について、材料は物価資料に記載の、止水板（ゴム止水板 

センターバルブ型(水膨張・伸縮継目用) 幅 200×厚 6mm）を採用しています。 

質問 

18. 施工第69号表 止水板の条件は塩ビ製となっていますが使用するものはゴム止 

水板を使用しています、積算上はどちらで計上すればよろしいですか？ 

回答 

18. 回答 10 を参照してください。 

質問 

19. 施工 第46号表 敷鉄板賃料は、整備費の計上は不要でしょうか？  

回答 

19. 施工代価表 第 0-0046 号表について、整備費の計上は不要です。 

質問 

20. 共通仮設費（現場・一般管理費等対象外）「検液作成料 溶出試験（１）」の単 

価は、物価資料の土壌・底質・産業廃棄物分析料金 土壌調査(1)単価と、土壌分析 

溶出試験(1)単価の平均価格でしょうか？ 



回答 

20. 回答 4 を参照してください。 

質問 

21. 施工 第46号表 敷鉄板賃料は、整備費の計上は不要でしょうか？  

回答 

21. 回答 19 を参照してください。 

質問 

22. 共通仮設費（現場・一般管理費等対象外）「検液作成料 溶出試験（１）」の単 

価は、物価資料の土壌・底質・産業廃棄物分析料金 土壌調査(1)単価と、土壌分析  

溶出試験(1)単価の平均価格でしょうか？ 

回答 

22. 回答 4 を参照してください。 

質問 

23. 施工 第86号表 上部工撤去工の出典先、若しくは歩掛の内容を教えていただけ

ませんか。 

回答 

23. 施工代価表 第 0-0086 号表について、令和 7 年度土木工事標準積算基準書Ⅱ-5-⑪-3  

4-1-1 架設・撤去工の表 4.1 に記載の「撤去」の歩掛を使用しています。ラフテレーンクレー

ン賃料については、岡山市公共工事設計資材単価表に記載のラフテレーンクレーン賃料（[油

圧伸縮ジブ型]4.9t 吊（排対型：～2014、～低騒音））を採用しています。 

質問 

24. 施工 第87号表 覆工板撤去工の出典先、若しくは歩掛の内容を教えていただけ

ませんか。 

回答 

24. 施工代価表 第 0-0087 号表について、令和 7 年度土木工事標準積算基準書Ⅱ-5-⑪-3  

4-1-2 覆工板設置・撤去工の表 4.2 に記載の「撤去」の歩掛を使用しています。ラフテレーン

クレーン賃料については、岡山市公共工事設計資材単価表に記載のラフテレーンクレーン賃

料（[油圧伸縮ジブ型]4.9t 吊（排対型：～2014、～低騒音））を採用しています。 

質問 

25. 施工代価表69号表 止水板の積算条件について、止水板の種類は「（ゴム 

製）」ではなく「（塩ビ製）」の方を採用でしょうか。材料欄には「ゴム止水板」と 

ありますが、条件は（塩ビ製）を選択でしょうか。 

回答 

25. 回答 10 を参照してください。 



質問 

26. 廃プラスチック処分費の単価は「埋立」を採用でよろしいですか。 

回答 

26. 回答 13 を参照してください。 

質問 

27. 施工 第0-0024号、青銅製バルブについて、物価資料採用もとでの正式製品名、 

規格等詳細を各物価委資料ごとにご明示をお願い致します。 

回答 

27.  施工代価表 第 0-0024 号表の青銅製バルブについて、各物価資料採用元での項目名は

以下の通りです。 

 ・建設物価：青銅製バルブ・チェッキ(逆止め弁)(10K)・25A・1B 

 ・積算資料：青銅バルブ（2）・チェッキバルブ・スイング逆止弁 10K ねじ込み(JIS B 2011) 

25A 1B 

質問 

28. 施工 第0-0037号、建設汚泥 処分費は、ダンプまたはバキュームのどちらで

見込まれていますか。  

回答 

28. 回答 6 を参照してください。 

質問 

29. 施工 第0-0042号、仮設材賃料はH形鋼250～400型(山留主部材)における賃料と

修理費及び損耗費の計上でよろしいですか。また、設計図記載の鋼材とは、見込まれ

ている名称・規格のご明示をお願い致します。 

回答 

29. 仮設材賃料についてはそのとおりです。また鋼材について公告図書以外に公表できる資

料はありません。 

質問 

30. 施工 第0-0050号、PC用定着装置について、物価資料採用もとでの正式製品名、 

規格等詳細を各物価委資料ごとにご明示をお願い致します。 

回答 

30. 施工代価表 第 0-0050 号表の PC 用定着装置について、各物価資料採用元での項目名は

以下の通りです。 

 ・建設物価：PC 用定着装置・鋼棒用・普通鋼棒工法・後付用・φ17 

 ・積算資料：PC 用定着装置・PC(普通)鋼棒・後付用・φ17mm 

質問 

31. 施工 第0-0076号、横断・転落防止柵 設置について積算上見込まれている支

柱間隔は3.0mでよろしいですか。  



回答 

31. そのとおりです。 

質問 

32. 施工 第0-0084号表、木杭打込み(機械)の歩掛採用もと(積算基準含む内容等詳

細)のご明示をお願い致します。 

回答 

32. 回答 12 を参照してください。 

質問 

33. 施工 第0-0094号表、廃プラスチック処分費は物価資料の埋立での金額が採用

されていますか。 

回答 

33. 回答 13 を参照してください。 

質問 

34. 施工代価表 施工 第0-0046号表の敷鉄板賃料で整備費は含まれているのでし

ょうか。  

回答 

34. 回答 19 を参照してください。 

質問 

35. 工事内訳表の16頁の検液作成料 溶出試験（１）は、物価資料の検液作成料及

び積算資料の前処理費を加算して平均価格でしょうか。また、物価資料及び積算資料

の土壌分析でよろしいでしょうか。 

回答 

35. 回答 4 を参照してください。 

質問 

36. 施工代価表 施工 第0-0024号表の雑品１で青銅製バルブ チェッキ（逆止め

弁）（10K）は青銅バルブのチェッキもしくはリフトどちらでしょうか。 

回答 

36. 回答 27 を参照してください。 

質問 

37. 敷鉄板賃料（施工第0-0046号表）について、整備費は計上していますか。 

回答 

37. 回答 19 を参照してください。 

質問 

38. 高圧噴射撹拌のための作業構台が地盤改良施工計画図（7葉）に示されています

が、覆工板受桁の規格・長さ・本数等、具体的な数値がありません。作業構台の材料

表・数量計算書等を公表していただけないでしょうか。  



回答 

38. 公告図書以外に公表できる資料はありません。 

質問 

39. 施工代価表「施工 第0-0046号表」の敷鉄板に、整備費は含まれていません。

変更協議の対象と考えてよろしいでしょうか。 

回答 

39. 回答 19 を参照してください。 

質問 

40. 現場説明書追加事項p.4 その他９．に「とくに生活環境を保全する必要がある

地域」と記載されています。下記の作業は、騒音・低振動対策が必要とならないでし

ょうか。変更協議の対象と考えてよろしいでしょうか。 

・施工代価表「施工 第0-0077号表」構造物とりこわし工(鉄筋構造物) 

・施工代価表「施工 第0-0079号表」舗装版破砕 

回答 

40. 施工代価表 第 0-0077、0079 号表について、騒音・低振動対策は不要と考えております

が、工事契約後現地確認を行い、必要であれば変更協議の対象とします。 

質問 

41. 図面1葉に図示されている下水管について、正確な埋設位置の調査等が必要とな

る場合は変更協議の対象と考えてよろしいでしょうか。 

回答 

41. 不要と考えておりますが、工事契約後現地確認を行い、必要であれば変更協議の対象と

します。 

質問 

42. 施工代価表「施工 第0-0068号表」の目地板の規格について、「瀝青質板 T20

mm」と記載してありますが、「瀝青繊維質板 T20mm」と考えてよろしいでしょうか。 

回答 

42. 施工代価表 第 0-0068 号表について、目地板の規格は「瀝青質板 T20mm」です。 

「瀝青繊維質板 T20mm」ではありません。 

質問 

43. 共通仮設費－溶出試験（検液作成料及び８項目）は、いずれも物価資料の「土

壌分析 溶出試験(1)」と「土壌・底質・産業廃棄物分析料金 土壌調査(1) の溶出

試験」の平均単価を採用されていると考えてよろしいでしょうか。 

回答 

43. 回答 4 を参照してください。 

質問 

44. 施工代価表 施工 第0-0047号表の「埋戻し」の単価「振動ローラ」の代表機

労材規格（東京地区）[搭乗・コンバインド式]の規格表記は正しいですか。 



回答 

44. 施工代価表 第 0-0047 号表について、本来であれば「埋戻し」の単価「振動ローラ」の

代表機労材規格（東京地区）[ハンドガイド式]が正しい規格表記となります。 

表記の誤りのみで、単価に問題はありません。 

 


